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１．はじめに
　1995年１月17日午前５時46分に，阪神・淡路大震災（平成７年兵庫県南部地震）がおきた。
死者は，震災関連死者を含めて6,434名に達した（2005年12月消防庁発表）。11年後の2006年
３月，筆者は，神戸市中央区脇浜町にある「阪神・淡路大震災記念　人と防災未来センター」
（平成14年４月開館）を見学した。館内の展示はいずれも大震災の惨状をよく伝えるもので
あったが，ことに，地震直後の街並みのジオラマ模型は，未明の暗さのなかにアパートなど
の生活の場が壊滅した状況がリアルに再現されていて，痛切であった。しかし，「人と防災
未来センター」を出て，神戸の市街地を歩くと，震災直後の惨状を残している場所はほとん
どなくなり，街並みが変わったと感じた。震災前からの古い住宅の外壁のひび割れを補修し
た痕跡が目立たなくなり，震災後に建った新しい住宅・建物もやや落ち着いた外観になっ
た。JR線や私鉄各線の車窓から見る神戸市や西宮市の景観からは，新しいビルディングが
多いせいか，古くから開けていた関西の都市というよりは，新興都市の活気とでも言えそう
な感覚を受ける。しかしこの震災の被災者の心から，阪神・淡路大震災の記憶が消失したわ
けではない。
　本稿は，倒壊した家屋からの脱出，救急医療，消火活動，避難所への移動，生存者救出な
どの，震災直後の人々の行動を具体的に把握し，述べることを目的としている。被災者・当
事者の証言を多く引用する形式をとって，大震災の記憶を被災者と少しでも共有したいと
思ったのである。
　また本稿は，2004年３月刊行の『淑徳大学社会学部研究紀要』第38号所載の拙稿「阪
神・淡路大震災の衝撃」―――― これは災害の概要と１月17日の状況を把握しようと試みたも
の ―――― の続きをなすものである。筆者による新しい発見や主張は乏しいが，阪神・淡路大
震災の記憶を風化させないようにという意図に免じて，御寛恕くださるよう，お願い申し上
げる。
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２．脱　出
　HAさんは，震災当時，震度７の激震地帯である神戸市長田区に住み，同じ長田区の私立
神戸女子商業高等学校に通学していた女子高生（当時２年生）である。彼女は，その朝祖母
と妹の３人で寝ており，母は外出中だったが，次のように自らの体験を述べている。
　『朝，ものすごい音が聞こえて目が覚めると，もう私の体は動くことができない状態になっ
ていた。・・・・（以後，途中省略を記号・・・・で示す。）横のほうで，祖母の「地震や，大丈夫か」
という声が聞こえた。その時初めて地震が起きたという事が分かった。・・・・左手で自分の頭
の上にある何かをのけようとした。けれども力が出ず，動かなかった。・・・・電気も消えて真っ
暗だったので何も見えない。・・・・何とか右手を動かそうとして思いっきり右手を引くとはさ
まれていた右手が抜けたので，両手でふんばって頭を上げた。「バキバキバキ」と板がはが
れる音がした。その音が聞こえると同時に上半身が動くようになった。そして板がはがれる
と，穴ができて，そこをくぐろうと思って，下半身をひきづるように穴からはい出した。何
とか私の体は動くようになった。・・・・妹は私のとなりで寝ていた。となりをさわるとタンス
みたいなものがあった。・・・・妹の声のする方へ行っても場所が分からない。妹に，「手が上に
のばせるか？」と聞くと，「うん」と言って，妹が手を伸ばした。私は，手でまわりをさぐ
ると妹の手と私の手が触れたので，二人で手を握り合った．その手を私がひっぱると痛がっ
たので，どういう状態か聞くとやっぱり上にタンスが倒れているという。そして，そのタン
スを動かすのはとても無理だと思った。なにか別の方法がないかと妹の頭の方を手さぐりで
さぐると，タンスの上に置いてあった荷物に触れたので，それを一つずつ動かしていって，
上の方から妹をひっぱり上げてみると，妹が出てこられた。次に祖母を助けに行った。祖
母に「大丈夫？苦しくないか？」と聞くと，「大丈夫」と答えた・・・・。でも声のする方に行
こうとしても天じょうが落ちていて行けなかった。天じょうを二人で破って進んで行くうち
に，なぜか２階に行く階段に出てしまった。元の場所に戻ろうとしたら，今度は大きな余震
が来て，きた道がふさがれてしまった。私達は動けなくなって，外が明るくなるのを待とう
と思ってじっとしていた。
　少しして目覚まし時計が鳴り出したので時間が７時だという事が分かった。時計が鳴る
中，外で親せきのお兄ちゃんの，「あやーっ，大丈夫かー？」という声が聞こえて，その時
やっと助かったという気持ちになって涙が出てきた。上を見ると２階の窓から朝の光がさし
込んでいた。・・・・それからしばらくたってお兄ちゃんは近所からのこぎりを借りて，屋根を
破ってくれた。約２時間後，私と妹は外に出ることができた。』さらにその後，祖母も生存
救出された１）。
　WTさんは，神戸市須磨区に住み（おそらく須磨寺の近くであろう ―――― 筆者推測），神
戸市長田区海運町にあった私立神戸野田高等学校に通学していた女子高校生（当時２年生）
阪神・淡路大震災における避難と救助 21
⑶
である。彼女は，地震発生直後の状態を思い出して，次のように述べている。
　『私の家はつぶれた。約80年前に建った古い木造の家で，風格があって，大好きだっ
た。・・・・
　その時，私と姉は，２階で寝ていて，埋まった所は真下の部屋の土だらけの畳の下。母は
外に放り出されていた。父は押しつぶされた１階のピアノの下で埋まっていた。
　自分が埋まっている時，生きているのか，死んでいるのか分からなかった。恐怖と押しつ
ぶされそうな圧迫感，寒さは全く感じなかった。わけが分からず，しばらく大声で泣いてい
た。突然，母の声が聞こえた。「とも，みつ，どこか。」私は「ウォー」と泣き叫んで返事を
した。隣で寝ていたはずの姉は返事をしない。「大変だ」と思い，急いで助けなければ，も
がいてとにかく脱出しようとした。運よく２本の梁が頭上でクロスしていて，屋根やその他
の物が頭の真上でとまっていたので，なんとか這い出ることができた。そして大声で姉の名
を呼び叫んだ。姉は隣で寝ていたはずなのに，２メートル以上離れた所から，蚊の鳴くよう
な返事が返ってきた。急いで近寄ってみると，指が３本地表に出ているだけ。私と母は，半
狂乱で，瓦礫を掻き分けたけど，姉は苦しむ一方で，「息ができへん」と泣き叫ぶ。「お姉ちゃ
ん死んでしまうわ！」と，私は必死で掘るけど，どうにもならない。その時，「大丈夫か」
と男の人の声がした。近所の男の人たちであった。その人たちは瓦礫を次から次に取り払い，
姉を助け出してくれた。姉は顔じゅう全身も真黒で，砂だらけ。もう言葉では表せないほど
感激して，姉に抱きついて泣いた。ようやく空が白んでくる頃であった（７時ごろであろ
う ―――― 筆者推測）。父も瓦礫にかなり埋もれていたが，ピアノの下にもぐり込んでいたの
で，何とか無事に救出された。・・・・
　夜になるまでとても長く感じた。信じられない事が多すぎて，泣きすぎてとても疲れてい
た。家を失って，最初は庭で寝るつもりでいたけれど，あまりの寒さと，ガスのもれる臭い
が恐ろしく，まだ救出されていない人達に何とも言えない気持ちを残して，北須磨小学校に
避難した。』２）
　西宮市に住み，西宮消防署に勤務する消防官KY氏は，１階で就寝中に自宅が倒壊したの
であるが，救出されるまでの心境を次のように記している。
　『突然の激しい揺れでとっさに立上がった・・・・天井が落下してきたので肩に力を入れて全
身で支えようとしたが，それは空しい抵抗であり，なされるままに家の下敷きになっていく
のが分かった。
　「死にたくなかってもこのように死ぬときもあるのだな！」この脳裏をよぎったものは何
だったのか，もっと生への執着があってもよいのに ―――― 。
　しかし幸いにも体一つが横たわって入るだけの空間にすっぽりと収まっており，そろりと
手先・足先を動かし，何処も挟まれていないことが確認できたので，渾身の力をこめて覆
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い被さっているものを押し上げようとしたがビクリともしない。助けを待つしかないことを
悟った。
　家族の安否を確認するために全員の名前を大声で呼び掛けると，妻も体一つが入るだけの
空間にいる様子。私が頭越しに手を伸ばすと丁度届く位置に妻の手が伸びてき，まずの無事
を確認。
　２階で寝ていた長女と次女はなんとか自力で脱出できた模様である。次女は最初に西宮警
察署へ，次に西宮消防署へと救助を求めて駆込んだが，共に所在と名前を聞いたのみで来て
くれそうもないと感じたと語っていた。特に消防署には他の人も救助を求めて，受付け前で
列をなしていたとのことである。
　家の外へ飛び出し我が家の倒壊に気付き，駆けつけて来てくれた近所の人の呼び掛けに，
応答するのが聞こえていない様子。中からは良く聞こえているのだが ―――― 。救出にかか
ろうとするが，瓦礫の山を前に何処から手を付けてよいか分からない様子が中から感じられ
る。それでも埋もれた位置を大体確認が出来，作業にかかってくれている。途中で一度だけ
外の緊迫した様子があった。それは「消せ！消せ！」の声と叩き踏み消す様な物音であった。
垂れ下がった屋内電気配線がショートし，何かに燃え移ろうとしたのだという。・・・・
　外に対して「中は大丈夫だからゆっくり作業を進めてくれ！」と返答し，妻とは互いに励
ましながら色々と会話をしていたのです。その中で妻は「早く助ける方に回りたいでしょ
う？」とも ―――― 。
　地震発生から約１時間，幸運にも恵まれ，二人とも無傷で生還することが出来たのでし
た。見ると，２階建ての家全体が瓦礫の山のように崩壊し，救出された穴には私と妻の頭部
があった所を二分する形で梁が落下し，三角状の空間にそれぞれが入っていた事が初めて理
解できたのである。この事は，後の救出現場においての惨状を見る度に，正に奇跡としか言
いようがないと思わずにはいられなかったのです。』３）
　KY氏は，救出された後，西宮消防署に出勤し，続いて消火・救助活動に向かった。
　上記の３つの証言にあるように，倒壊した家屋に閉じこめられたり，家具に挟まれて身動
きできなくなったり，あるいはほとんど生き埋めになった人々が多数いた。そしてこのよう
な人々の多くが，家族や近所の人々によって助け出された。こうして救出された人々の数は
おそらく数万人に達するであろう。
　また前記の女子高校生二人は自力で脱出する努力をしているが，地震直後に茫然自失し，
何も行動できない人々もおり，これはことに高齢者に多かった。半壊の住宅の中に座り込ん
でいた高齢者が，近隣の人の外からの呼び掛けに応答し，外の人が戸や窓をこじ開けて，中
にいた身動きしない高齢者を抱えて屋外に出したというケースは少なくない。
　いわゆる団地やマンションなどの中高層集合住宅では，建物の損壊が激しくなくても，居
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住者が屋内に閉じ込められる事態が多数発生した。玄関ドアの鉄ワクが変形して，ドアが
開かなくなってしまったのである。このような場合，もちろん，廊下側に台所などの窓があ
ればそれを破って脱出したし（アルミ製の窓格子を壊す必要もある），１階の住民はベラン
ダや窓から外へ逃れ出た。２階の居住者がロープやカーテンなどをつかんで，外へ降下した
ケースもある。中高層階で，廊下側に出るにはドアしかなく，そのドアが開かなくなった
人々は，隣に住む人の呼び掛けに応じて，ベランダづたいに他の部屋に移動して，室外に出
た。公営団地などでは，各戸のベランダが薄い合板で仕切られていて，緊急時にはこの仕切
り板をたたき破って隣へ行くことができる構造になっているのが普通である。しかしとっさ
のことでベランダの仕切り板を破ることに気づかずに，中高層階の住民が，仕切り板の外か
ら，つまりベランダの手すりの外の空間に身をのり出して，隣へ移動したこともあった。
　高層住宅では，廊下に出られても，さらに屋外に出るには，エレベーターが停止している
ので，階段を降りなければならなかった。階段の非常灯が消えてしまうと，人々は懐中電灯
を頼りに，あるいは真っ暗な階段を手さぐりで，何階も降りていった。この時に余震があっ
て（震度４程度），階段にいた人々が激しい恐怖に襲われたということである。
　とにかく，人々はまず家の中から屋外へ脱出した。ある人々は，家の前の道路や近隣の公
園などに来て，呆然と立ちつくして，あるいは地面に座りこんでいた。ある人々は身よりや
近所の知り合いの救助活動を開始し，負傷者を病院に連れて行った。
３．救急医療
　地震後まもなく，ガラスで足の裏を切った軽傷者から家屋・家具の下敷きになった重傷者
まで，多くの負傷者が病院や開業医院へやってきた。
　前に証言を引用した長田区居住の女子高生HAさんは，長田区にある病院の朝（９時ごろ
と推測される）の状況を次のように述べている。
　『（親戚のいる）マンションに戻って，外を見ていると，前に建っている病院に，たくさん
ケガをした人が運ばれていくのが見えた。タンカで運ばれている人はごくわずかで・・・・（建
具・家具に）乗せられて運ばれている人や，抱きかかえられて運ばれている人の方がはるか
に多かった。』４）
　西宮市内にある広本外科の広本院長は，当日朝の状況について次のように記している。
　『７時ごろから負傷者は分刻みで増え，９時～10時にはピークに達した。処置が終わって
も家が危なくて帰れないという人，怪我人に付き添っている家族，負傷者を運んできた人な
ども加わって，廊下から駐車場まで一時は300～400人もの人で溢れた。散乱した中から医療
器具を取り出し，初めの10数人は無麻酔で，同じ針を繰り返し使用し，縫合処置を行った。
７時30分過ぎには新たなドクターも加わり，数組の縫合セットと局麻薬（局部麻酔薬）を取
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り出し，酒精綿（アルコール綿）や生食水（生理食塩水）で創（キズ）を拭きながら処置に
当った。』５）
　１月17日の午後，ある病院（上と同じ西宮市内と推測される ―――― 筆者）の状況について，
女子高校生SAさんは，次のように述べている。
　『叔父の運ばれた病院は，普段の病院と全く様子が違いました。運ばれてきた怪我人は床
に寝かされ，それがロビーまで続いていました。叔父も，はじめはどこにいるか分からない
し，聞くこともできないので病院内を走りまわって捜しました。その間，私は生まれて初
めて，血だらけの人や亡くなった人を大勢見ました。医者を怒鳴りつけて，けんかをしてい
る患者の家族もいました。私が病院にいて叔父に付き添っている間にもたくさんの人が亡く
なっていきました。病院はまるで戦場のようでした。包帯や薬などはなくなり，食べ物も患
者・・・・におにぎりが一つもらえるかどうかという状態でした。』６）
　芦屋市で耳鼻咽喉科を開業していたO医師（63歳）は，地震発生の30分後に，近所のビ
ルの１階にある自分の医院へ駆けつけた。すると既に数人の人々が玄関に裸足で並んでい
た。O医師は最初に，母親が抱いてきた３歳ぐらいの幼児の治療をした。この幼児の頭部に
は沢山のガラスの破片が刺さっており，O医師は非常灯の明かりを頼りに治療した。１時間
後，医院の前には70～80人もの負傷者が列を作っていた。O医師は，この日の午後には近く
の小学校に開設された応急救護所へ駆けつけて，医院から持ち運んだ医療器具と薬品で，多
数の負傷者の治療をした７）。
　このように17日の午後以降，応急医療処置のための救護所が開設された。しかし避難所の
数に比べて，救護所・救護班の数は，避難所494カ所中に17カ所と少なかった８）。救護所の
数が少ないのは，救護所という臨時の医療機関に「専任」医師はいないということである。
防災計画では，保健所や大病院の医師が，救護所・救護班として活動することになっていた
が，地震発生直後から，すべての病院，医院，保健所に負傷者が殺到しており，これらに所
属する医師には，別に救護所を開く余裕がなかったのである。17日の午後以降，保健所長や
市・区の医師会長などが，主として個人のイニシアティヴで，避難所へ地元の開業医や看護
師を呼び集めて救護所を開いたというようなことが多かった。またこのような救護所には医
療用品・薬品のストックが乏しく，組織的な補給体制も整わなかったので，医師が自分の医
院などにあった医療用品を持ち出したり，医療用品会社から緊急に供給してもらうというよ
うなことが多かった。要するに，このような超巨大規模・激甚災害では，すべての医療機関
がフル稼働しており，さらに医療機関・人員自体が被災しており，その上に通信の途絶・困
難が加わって，被災地外からの医療救援の到着も遅れたということである。
　大学病院は，平常時であれば重傷者の治療ができる。神戸市中央区の西南，大倉山公園
の近くにある神戸大学附属病院の17日から数日間の状況について，救急部で研修中であった
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⑺
HT医師が，次のように述べている。
　『その日（17日），朝10時に私は・・・・大学病院に到着したのだが，その時すでに救急部はさ
ながら野戦病院と化していた。廊下の長椅子に患者さんが横たわり，レントゲン室の前には
長蛇の列が出来ていた。生死に関して一刻を争うような患者さんは，まだそのときには運ば
れていなかったように記憶している。おそらく救出に時間がかかったのと，搬送の手段の問
題があったのだろう。搬送を待っている間に亡くなられた方も多かったに違いないと思う。
　初日はとにかく多くの患者さんが運ばれてきた。救急車で運ばれる方は少なく，パトカー
や機動隊の車，バス，はてはワゴン車の荷台に家のドアとともに運ばれてくる患者さんもい
た。興奮したり，泣き叫ぶ方はおらず，みな土砂やほこりにまみれ，一様に放心したような
硬い表情が印象に残った。カルテを記録する暇もなく，服を脱がせ外傷の有無を確認し，マ
ジックで名前を肩に書き入れ，流れ作業でレントゲン室に並ばせた。そのうちレントゲンの
現像液が無くなる，血液検査の試薬が無くなる，ストレッチャーが足りない。患者さんは
廊下にあふれ，点滴台１台に３人分もの点滴ボトルをぶらさげて共有しなければならなかっ
た。ただ，不思議なことに，注射器や薬，ガーゼなどはなくならなかった。・・・・医者，看護
婦はみな興奮し，患者さんの方は静かに自分の診断の順番を待っていた。初日・・・・亡くなら
れた方は10人以下だったように記憶している。・・・・
　時間がたつにつれ，重症の患者さんが増えてきた。生き埋めとなっていた方が救出され，
いわゆる挫滅症候群の患者さんが多かった。透析は大量の水が必要なため行えず，またCT
などの医療器具は壊れたまま動かなかった。・・・・
　集中治療室（ICU）は常に満床で，少しでも患者さんの身体状況が安定すればすぐに一般
病棟へ移した。一般病棟でも，安定している患者さんや，早急に手術や検査の必要な患者さ
ん等は，退院や転院をさせ，次から次へと新しい患者さんを入院させた。空いているベッド
なら，眼科であろうと口腔外科であろうと重症患者さんを詰め込んだ。震災より４，５日た
ち，外来患者さんの数もようやく落ち着いてきた・・・・。』９）
　１月17日以降の数日間に，特に必要とされた医療の推移について，神戸大学医学部の中井
久夫博士が次のようにまとめている。
　『（神戸）大学病院の最初の３日は修羅場であった。第一日の緊急患者は推定450人。整形
外科は患者の７割を診た。骨折患者である。・・・・最初の３日は外科が主役であった。次は内
科であった。筋肉の挫傷によって筋肉成分が腎臓をつまらせる「挫滅症候群」が始まった。
同時に一週間目の後半は胃カメラの消毒が問題となった。ストレスによる消化器出血であ
る。蜘蛛膜下出血もあり，心筋梗塞もあったと聞く。』10）
　この震災で明らかになった災害時救急医療の問題点は多いが，そのうちのいくつかをあげ
ておく。
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⑻
　①救出・搬送の遅れ
　重傷者を治療して救命するためには，一刻も早く倒壊した建物から救出し，病院へ搬送し
なければならない。被傷から治療開始までの経過時間が，６時間ないし７時間を超えると，
重傷者を回復させるのが困難になることが多いといわれる。（もちろん，この時間は絶対的
なものではないが。）
　②DOA（dead on arrival，病院到着時死亡または到着時心停止）
　やっと救出した人を病院に運んでも，医師が診た時には死亡しているケースが少なくな
かった。このような時，死者の家族が蘇生のための医療処置を医師に求めることが多い。「ま
だ身体が暖かいのに。なんとか助かりませんか」という懇請を拒絶するのは，医師にとって
非常につらいことである。医師が診て，蘇生不可能とは思うが，心臓マッサージを試みると
いうケースも少なくなかった。またこのような場合，搬送された病院の医師は，死亡診断書
を書くことができず，霊安室や遺体安置所で司法検死を待ってもらうよう，家族に話さなけ
ればならなかった。
　③トリアージ（triage患者選別）
　少数の病院で，患者受付け時に，一刻を争ってただちに治療を始めなければならない患者
と，順番に治療まで待ってもらう患者とに分ける選別が行われた。しかし患者選別は，実際
問題としては大変困難なことであった。トリアージを行った経験をもつ医師はほとんどいな
かったという事情もある。ほとんどの病院では，殺到する患者を受付け順（到着順）に治療
し，トリアージは行なわれなかった。
　④挫滅症候群（crush syndromeクラッシュ・シンドローム）
　これは身体の広範囲に及ぶ打撲によって筋肉がつぶれ（挫滅），そこから遊離して血液中
に流れ出すミオグロビンその他の成分によって，腎臓障害をおこす疾患である。早急に発見
して，腎透析等の処置を行わなければならない。ところがこれは，初診時には患者の血圧，
脈拍が正常で，意識もはっきりしており，重症患者のようには見えないため，軽傷として処
置して，しばらくして意識不明となり，この時点では治療困難となるような症状である。ふ
だん交通事故の負傷者を診ている救急専門医にはよく知られたことであったが，震災のなか
で，他の医師には気づかれないことがあった。また被災地のどこの病院でも，断水と停電に
よって，腎透析が困難であった。この震災では，挫滅症候群として入院治療した患者は372
例で，その内50例が死亡したということである11）。
　⑤死　因
　神戸市（但し垂水区，西区，北区を除く）の死者について，兵庫県監察医と日本法医学会
派遣医師団が検死した2,416名，および一般臨床医が検死した1,235名の合計3,651名の死体検
案書（死亡診断書）によれば，死因は概略以下のようであった。
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　窒息死1,967名，53.9％，圧死452名，12.4％が多く，これに胸腹部内臓損傷，全身打撲など
の圧迫による死亡と考えられるもの349名を加えると，合計2,768名で，全体の76パーセント
にのぼる。窒息死では，呼吸気道閉塞によるものよりも，胸腹部を継続圧迫されて呼吸困難
になり，ごく短い時間で死亡したケースが多かったと考えられる。
　上記の他に，焼死・全身火傷が444名，12％，頭部損傷124名，3.4％，外傷性ショック死82名，
2.2％が続く。なおこの444名の焼死・全身火傷死者のうち，379名は火災現場から焼損骨片の
状態で発見されたものであり，死因分類上「焼死」となっているが，その多くが窒息死・圧
死の後に，遺体が火災で焼損したものと考えられる12）。
４．消　火
　地震発生直後から１月19日までの66時間余りに，全被災地に発生した建物火災は，合計
235件（内，神戸市136件，ただし複数地点から発火した広範囲火災も１件として計算），総
焼失面積約65万１千平方メートル，総焼損建物棟数6,481棟（内，神戸市6,312棟）であった。
　焼失面積の内訳は，神戸市（９区）約63万5,000平方メートル（㎡），西宮市7,784㎡，芦
屋市3,577㎡，尼崎市2,673㎡，大阪市1,445㎡，その他（宝塚市，伊丹市，豊中市，他３市）
合計500㎡であった。上記の神戸市各区の焼失面積は，①長田区30万2,732㎡，②兵庫区12万
9,558㎡，③須磨区９万79㎡，④灘区６万5,234㎡，⑤東灘区３万2,811㎡，⑥中央区１万4,426
㎡，⑦西区77㎡，⑧垂水区59㎡，⑨北区54㎡であった13）。
　震災後に神戸市長田区上空から撮影された写真では，長田区南部を通る JR神戸線の新長
田駅と鷹取駅付近の南北一帯が焼け野原になっている。これは，JR線の北側が，消防庁命
名の長田区水笠公園付近・須磨区千歳小学校付近火災（焼失面積約10万6,000平方メートル）
で，JR線南側が長田区新長田駅南火災（焼失面積約４万㎡）の焼け跡であり，この２件の
火災を合わせて，約15万平方メートルの住宅・商店・小工場等の密集地帯が灰燼に帰した。
この長田区水笠公園付近・須磨区千歳小学校付近火災の拡大と消火活動について以下に述べ
る14）。
　１月17日午前５時47分ごろ，長田区水笠通５丁目（または６丁目）の倒壊した家屋から出
火した。この時の風向は西ないし南から東ないし北へ向かっていたので，火災は東・北方向
へ延焼したが，消防車１台が消火に当り，また付近の住民が家庭用消火器約40本と，風呂の
水や井戸水をバケツリレーで運んで消火に努め，11時ごろには御屋敷通り（火災の北側）と
８メートル幅の道路（火災の東側）にさえぎられて焼け止まった。
　この火災とは別に，須磨区千歳町４丁目のビルから出火し，隣接の建物３棟を焼失した。
また別に，須磨区と長田区の境界付近の神戸市立大田中学校周辺でも３カ所の出火があっ
た。このように地震直後の出火は，長田区と須磨区の２区を合わせただけでも，少なくとも
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20カ所ないしそれ以上あった。これに対して，長田区消防署の当日未明の当直は，署員24名，
消防車５台，救急車２台であり，地震発生直後に全車輌が出動したが，発火地点が多く，発
火現場へは１台の消防車しか向かうことが出来ない，あるいは消防車が来ないということに
なった。
　午前10時ごろ，水笠通５丁目で，またも倒壊家屋の中から出火し，風向が前と反対に東な
いし北風になったことで，西・南方向へ延焼していった。南方向へはソフトボールほどの大
きさの火球が飛んで延焼したといわれる。一般に，火の粉程度（直径５ミリメートル以下程
度）の細かい飛び火であれば延焼の危険はやや少ないが（量にもよる），直径10センチメー
トル，まれには30センチメートルもの大きな火球が飛ぶことがあり，このような火球の落下
地点では延焼することが多い。
　南へ延焼した火災は，午後には5.5メートル幅の道路を越えて（この時道路に放置された
自動車数台が発火して火勢を強めた），松野通３・４丁目に移り，午後３時ごろ，松野通３
丁目東側のビルから隣接するビルへと延焼していき，午後４時過ぎに県立長田工業高校の塀
（この高校の一画の南は JRの線路である）で焼け止った。
　西へ延焼した火災は，午後２時ごろに水笠西公園付近に達した。この地域の火災に対して
は，早朝から長田消防署の消防車１台（１小隊），その後さらに１台が来て消火しようとし
たが，水道消火栓が水道管破断によって使えず，付近の防火貯水槽を水源としたが，防火貯
水槽の水も尽きると，消防隊はなすすべを失い，それを見ている住民から「なにをしとるん
や」と罵声をあびて，消防隊員は無念の思いをした。
　延焼し火勢が強まってゆく光景について，目撃した住民が次のように語っている。
　「モルタルの壁がはがれた木造の家はマッチ棒みたいに燃えた」，SM氏，男性68歳。
　「窓から煙が出たと思ったとたん，火柱が屋根を突き抜けて上がった」，OM氏，男性28歳。
　「あちこちで一斉にボッと燃え上がり，たちまち火の海が広がっていった」，HHさん，女
性55歳15）。
　水笠西公園の北側では，クリーニング店が爆発的に炎上した。火災は，西の須磨区寺田町
１丁目，大池町１丁目へと延焼していった。寺田町１丁目の西側でも，ビルからビルへの延
焼がおこった。このような細い（敷地面積が狭い）ビルでは，１階や２階の窓ガラスが破れ
て，ビル内部が火災となり，火がまわると，上の階の窓から爆発的に火炎を噴き出すという
「カマド（竈）現象」が見られた。寺田町では須磨消防署の消防隊が消火にあたったが，カ
マド現象をおこすような強い火勢を阻止することはできなかった。
　午後２時ごろ，水笠西公園の南側に延焼した火災は，北からの風によって南・西へと延焼
し，区境を越えて，午後５時ごろには須磨区常盤町１丁目・２丁目に達した。
　須磨区千歳町にある千歳小学校へは，早朝から周辺住民が避難してきて，午後には700人
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以上がいた。しかし火災が近づいてきたので，避難命令が出され，かなりの数の人々が，南
の JR鷹取駅北側を通って，西の須磨区役所方面へと逃れた。だがその後も近隣住民が千歳
小学校へ避難してきた。夕方５時過ぎ，千歳小学校が火に囲まれそうになったので，消防
隊は校庭の一角のプールの金網フェンスを破って，500人ほどの人々を誘導して脱出させた。
その後，千歳小学校の校舎はブロック塀と校舎外側のビルに守られて，焼失をまぬがれた。
　この大火では，当日が微風（平均風速４m/s以下３m/s程度）であり，延焼速度が毎時約
25メートルと遅く（1923年の関東大震災では300m，1976年の酒田大火では150m），また関東
大震災や東京大空襲の際のような巨大な火災旋風もおこらず（小さな火災旋風はいくつも
発生した），住民が避難場所で火に囲まれて焼死するケースがなかったのは不幸中の幸いで
あった。
　長田消防署では，橋田治署長が正午から午後１時の間に火災現場を視察し，水笠・松野方
面と大正筋（新長田駅南火災），若松11丁目（高橋病院付近火災）を重点地域として，隣接
の須磨消防署や，応援に駆けつけた神戸市北消防署，神戸市海上消防署，三田市消防本部，
大阪市消防本部その他の消防隊およびレスキュー隊と共に，必死の消火・救助活動を行っ
た。最大の問題は水であった。当日昼過ぎに長田港に到着した水上消防署の消防艇が長田港
から取水し，途中ポンプ車で中継して，約２キロメートルにもおよぶ距離をホースでつない
で送水し，長田区と須磨区の境界地域（千歳町など）や，JR線南側の海運町などの火災の
延焼防止・鎮火にあたった。長くつないだ送水ホースは国道２号線などの道路を横断してお
り，ホースを自動車が踏んで通過するとホースが破断してしまい，この交換にも手間どった。
　夕方５時すぎ，戸崎通３丁目と隣の西代通３丁目では，このころ南風が吹いたため，南か
ら火の粉が飛んできて延焼の危険が強まった。地域住民数百人は協力して，防火貯水槽に
ロープをつけたバケツを下ろして水を汲み上げ，列を作ってバケツリレーで水を運んで延焼
防止に努めた。また戸崎通３丁目では，住民が自発的に半壊の木造建物をロープをかけて引
き倒し，延焼を阻止しようとした。このような住民の活動の効果もあって，寺田町方面から
こちらへの延焼を防ぐことができた16）。
　日没のころ，長田区南・西部と須磨区南・東部の住民の多くが，黒い煙の流れる赤黒い空
を見て，恐怖に襲われた。日没以降も火勢は衰えず，５時30分ごろには千歳小学校の南の常
盤町２丁目に飛び火し，隣の千歳町２丁目にも飛び火した。６時ごろには須磨区大池町２丁
目の工場に飛び火し，夜７時30分ごろには常盤町３丁目・４丁目にも，家屋が焼け落ちた時
に出た大量の火の粉で飛び火して延焼した。このような建物密集地域での大火になると，道
幅10メートル程のかなり広い道路であっても，火の粉の通り道となって，延焼阻止線になら
ないことがあった。
　夜になって，近隣地域の消防隊だけでなく，近畿・中国地方10数都市（大阪，倉敷，岡山，
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京都その他）からも消防隊・レスキュー隊が応援に到着した。長田と須磨の消防隊は，17日
の日中には消防車の数の少なさと水の不足のため，鎮火させることができず，火勢が強まり，
市街が燃えてゆくのを悲痛な思いで見ていたが，長田港からの取水や応援隊の増強によっ
て，夜９時過ぎには延焼阻止の目どがついた。しかし燃えている市街の鎮火は容易ではなく，
ようやく18日の朝になってほぼ鎮火に成功した（あるいは火災地帯が燃えつきた）が，大き
なビルなどはその後も燃え続け，完全な鎮火はさらに翌日の19日未明となった。この長田区
水笠公園付近・須磨区千歳小学校付近火災は46ないし47時間も続いたことになる。
　阪神・淡路大震災の火災については，数多くの問題点や教訓が残されたが，その内の若干
の点についてふれておく。
　出火原因には数多くの要因が考えられる。しかし電線がショートして火花を飛ばしていた
という目撃談が多いので，電気火災というのが最も多い出火原因ではなかろうかと考えられ
る。地震発生直後も送電されており（一時送電中止，再び送電されたという地域もある），
倒壊した家屋内の電線の断線時に火花が出る，あるいは接触・ショートした電線から火花が
出て，これが微細な木片や繊維（いわゆるホコリ）に着火して，さらに炎となると推測され
る。
　初期消火に失敗し，大火となった原因は，これが同時多発の火災であり，出火地点の多さ
に比べて，消防隊・消防車があまりにも少なかったことが第一にあげられる。また，地震発
生直後から現場で活動した消防隊にとっては，水道消火栓が使用不能であり，防火貯水槽の
数も少なく，水をかけることができなかったという要因も大きかった。
　その他にもさまざまな消火活動上の困難があった。前に述べたように，送水ホースが自動
車に踏まれて破断することが多かった。消防車の全車に車載無線があったのではなく，消防
本部との無線連絡も混信によって通話能力が大幅に低下してしまい，消防隊相互の連絡のた
めに消防士が走って口頭で連絡しなければならないことが多く，これも消防士の疲労・苦痛
を激しくした。また，応援に駆けつけてきた他都市の消防隊には，消火ホースの接合金具が
神戸市のものと異なっていることがあり，接続できないという混乱もあった。
５．避　難
　地震によって住宅が倒壊した後，そこに住んでいた人々は，どこに，どのように避難した
のであろうか。１月17日の避難行動については，人々が無我夢中であって，記憶・記録があ
いまいなことが多く，また避難のしかたも人それぞれであって，整理するのは難しいが，ま
とめると次のような行動のしかたがあったであろう。すなわち，損壊した自宅に留まった人，
小中学校・体育館その他の避難所へ行った人，公園などの近くの空き地に17日中にテントを
張ったり，自家用車の中で寝た人，17日か18日中に親戚・知人を頼って被災地外へ移動した
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人等々である。以下に，17日の避難行動についての何人かの証言を記すことにする。
　女子高生Wさんと家族は，激震地にいて（住所の詳細は不明），地震直後に次のように行
動した。なお以下の引用中の国道２号線（山陽道）は，JR神戸線と並ぶように，JR線より
も少し南側のかなり海岸線に近いところを通っている。
　『・・・・「ドン」という音で目が覚めた。考える間もなく横ゆれが始まった。少したって，お
さまるのをみてから，その辺にあるものを適当にきて，マンションの階段をおりていった。
家の前は国道２号線が通っていたが，トラックや乗用車が何もなかったように何台も何台も
走っていく。今のは何だったんだろう。近くに住むおばを連れて，津波を恐れながら高い方
へと逃げていったが，５分と歩けなかった。古い民家がくずれ，はやくも一軒の家から炎が
上がっていた。道は全てふさがれた。津波がくれば確実に助からないと思った。くずれた家
の中から「助けて」という声が，何回も何回も聞こえてくる。その人がどこにいるのかも，
暗くて見えない。近くの家の人がつけていたラジオから，津波の心配がないとわかったとき，
辺りはもう明るくなっていた。マンションの方へ降りていった。』17）
　前に述べた長田区水笠公園付近・須磨区千歳小学校付近火災の地域内に住んでいた親子，
KHさん（女性，54歳）と次女のKMさん（23歳）の避難行動は次のようであった。
　二人は長田区内の木造２階建て文化住宅（アパート）の２階で生活していた。地震で１階
がつぶれ（１階に住んでいた老夫婦の妻が亡くなった），２階は横の路地に崩れ落ちた。娘
のKMさんは，お母さんをタンスの下から引き出して救出し，窓を破って外へ脱出した。二
人は，パジャマのまま，ペットボトル入りの水２本と毛布１枚を持って，近くの水笠西公園
へ避難した。火災が迫ってきたので，二人は北の方角へ逃れ，神戸市立蓮池小学校（長田区
蓮池町）に避難した。この蓮池小学校は国道28号線の地下を走る神戸高速鉄道の西代駅の北
西にあるが，約1,000人を越す避難者で混雑していた。昼過ぎに２階の教室が開放され，二
人はそこへ入った。午後６時過ぎ，直径５センチほどの大きさのおにぎりが，二人に１個配
られた。その夜，ここの避難者は約2,000人になった。翌朝７時におにぎり1,000個，８時に
カンパン1,200食の配給があったが，この二人は受けとることができなかった。３日目の19
日に，二人はアパ－トに戻って貴重品を探し，さらに市立新長田図書館（当時建設途中で電
気もなかった）へ布団を持って移動した。ここには多い時で260人以上が避難していた18）。
　西宮市に住んでいた女子高生SYさん（２年生）の一家は，17日午後以降，次のように行
動した。
　『他の近所の人たちも避難所へ行っていた。とうとうみんないなくなった。父は朝いった
ん家を見に帰ってきたのだが，会社の人のバイクできたから，また会社に戻って車をとって
来ると言ったまま帰って来ないのだ。もう時計の針は，６時30分（日没後）。あたりは暗い。
ガスくさい。そんな時，避難場所から，近所のおばさんが心配してきてくれた。そして，「ま
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だ，場所が空いているから来たら」と言ってくれた。もう，寒い，暗い，ガスくさい，おな
かが空いた，だったから，自転車に布団を積んで，姉，弟，私，おばさんと４人で西宮の中
央体育館に行った。私たちが中央体育館に着いて，30分ぐらいたってから，父と母が来た。
その日の夕飯は，二人に１個のおにぎりと，つけものだけだった。翌日の朝，いとこの家が
大阪で，だいじょうぶだったので，いとこの家へ行った。その日から３週間ほど，いとこの
家でお世話になった。』19）
　このSYさん一家が避難した西宮市立中央体育館では，午前10時前には避難者はまだ５家
族15人ほどであったが，午後になって避難者が増加し，夜７時ごろには2,000人ないし3,000
人がいたと推測される。SYさんが食べたおにぎりとつけものは，夜７時過ぎに体育館に到
着した兵庫県朝来郡山東町の救援車輌２台が積んできたおにぎり2,000個とポリタンク入り
飲料水であったと考えられる20）。
　日没後，避難所の学校などへ行ったが，屋根の下では身体を横たえることもできないほど
の混雑に，あきらめて半壊の自宅へ戻った人々も多い。このような行動はことに高年齢の
人々に多く見られるようである。
　避難所への避難者数は，翌18日にはさらに増加した。兵庫県全体では１月23日に避難者31
万6,200人，避難所1,152カ所に達した。神戸市では，１月17日に避難者９万8,291人，避難所
497カ所，１月24日に避難者23万5,443人，１月26日に避難所599カ所に達した21）。
　１月17日からの１週間に，神戸，灘，西宮の各市内の激震地帯では，住民のおおよそ半分
が避難所へ避難したと言われる。このような避難者数，避難所数の増加は，18日以降に各市
が実質的に避難所となっている場所，例えば公民館や公園などを避難所として認定したこと
が直接の原因である。また，18日以降は，食料・飲み水を街中で手に入れることが難しく，
避難所へ行って入手するほかなかったこと，そして公園などの初めは避難所と認められてい
なかった場所の避難者が，市に認めるよう働きかけたなどの事情がある。
６．救　出
　地震直後から消防署のレスキュー隊は救助活動を開始していた。しかしレスキュー隊は，
重い屋根や梁などを取り除くのに必要な土木建設用重機を持っていないから，生き埋めに
なった人々を救出するのは容易ではなかった。この点では警察官の救助活動も同じ困難に直
面した。17日午後あるいは18日になってから，土木建設用重機が激震地帯へ運び込まれて，
救助活動が大規模になった。自衛隊では，伊丹の中部方面隊第３師団第36普通科連隊が，当
初48名で朝７時58分に伊丹駅付近で救助活動を開始し，姫路の中部方面隊第３師団第３特科
連隊約1,000名も午後４時ごろに神戸市中心部で救助活動を開始した。なお，倒壊した家屋･
建物の中に生存者がいるかどうかの調査･確認は，救助隊員が大声で呼びかけて，返答の有
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無を聴いて行った。空中を飛ぶヘリコプターの騒音がこの作業を非常に妨げたため，数多く
の住民が，ヘリコプターを飛ばして取材した報道機関を非難し，電話等で抗議した。
　各機関の生存救出および遺体収容数は，陸上・海上自衛隊が中心となったもの，1,403人
（内生存救出165人，この内訳は17日40人，18日66人，19日44人，20日12人，21日３人），神戸
市消防局・各消防署が中心になったもの，1,892人（生存救出733人），兵庫県警・各警察署が
中心となったもの，生存救出3,495人にのぼった22）。
　以下に消防のレスキュー隊が中心となって行った生存者救助の事例をいくつかあげる。
　１月17日午後，被災地に急行した千葉市消防本部，東京消防庁，川崎市消防本部のレス
キュー隊は，東灘区田中町の JR摂津本山駅近くの１階がつぶれた店舗兼用のマンションで，
22時40分から救助作業を開始した。削岩機，鉄線カッターを使い，わずかな隙間から内部に
進入して，男性（46歳）を深夜０時過ぎに生存救出した23）。
　東京消防庁のレスキュー隊は，１月18日０時15分から東灘区中町のコンクリート造り共同
住宅10階建ての４階が座屈した現場で救助活動を開始した。座屈して非常に狭く（30センチ
メートルほど）なっていた４階の窓にハシゴをかけて進入した。手足を挟まれたりして動け
なくなっていた男性２名，女性５名の計７人（高齢者が多かった）を，油圧ジャッキなどで
隙間を作って解放し，窓際まで引きずって，バスケット付きハシゴ車で外へ出し，深夜２時
過ぎに全員を生存救出した。この救出活動中，新聞・TV等が多く集まって報道した。この
救出活動について，東京消防庁救助隊員HA氏は次のように述べている。
　『隙間の入口を閉ざしている鉄製の手すりを切断して内部に進入し，倒れた家具類や瓦礫
を少しずつどかしては前進した。すぐに脱出できない状況下で，下から突き上げてくるよう
な余震が起こると，身の毛もよだつ思いがした。
　やっとのことで，逃げ遅れた老夫婦の所まで辿り着くと，それまで恐怖と絶望感で動けな
かった老夫婦が私の手を握ってくる。私もその手を握り返し，「大丈夫，すぐに助けてあげ
るから」と励ましながら，建物の外へ救出した。』24）
　１月18日午後１時，東灘区魚崎北町のコンクリート造り３階建て学生寮の座屈した１階に
救助を要する人がいるという情報によって，東京消防庁救助隊が救助を開始した。この救助
作業について，東京消防庁本田消防署のFY氏が次のように述べている。
　『学生寮に行くと，耐火３階建ての１階部分がつぶれ，２階建ての建物のようになってい
た。現場に一人の学生の父親が居て，「この下に息子（20歳）が居るんです。早く助けてく
ださい」と言ってきた。現場を確認すると１階に16部屋があり，全部潰されていて１階部分
の確認がまったく出来なく，２階のいくつかの部屋は焼け，学生寮の南側は焼け野原だった。
（ここは魚崎北町５・６丁目火災，焼失面積10,388㎡という大火の地域内にあり，当時まだ
白煙が上がり熱気があった ―――― 筆者。）
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　地震発生から約31時間が過ぎているため，生存者はもういないだろうと思いながらも，１
階の要救助者がいるだろうと思われる部屋の上を削岩機等で数カ所穴をあけて，呼びかけを
行った。すると，隊員が「人の声がする」と言ってきた。・・・・呼びかけると，確かに人の声
が返ってきた。年齢，名前をハッキリと答えてくれたのである。』
　この上の２階の部屋は焼けていたが，自衛隊の協力を得て，スコップ等で床の廃材等を撤
去した。２階の床と１階の天井に削岩機やチェーンソーなどで穴を開けて，１階の生存者の
いる部屋に進入して状態を確認した。約60センチメートルの隙間に上半身があり，腰および
下腿が部屋の仕切り壁の下敷きになっていた。この壁などを，さらに落下しないように固定
した。生存者にヘルメットをかぶらせ，防災シートで覆った。救出のため，投光機で照らし
ながら，彼の身体の下の床にある畳，布団，瓦礫等を除去した。
　『途中彼に飲み物をやり，何回となく「もう少し頑張れ，今助けるぞ」と元気づけを繰り
返し行い，最後にスプレッターで１階床を落下させ腰部を解放した瞬間，彼の意識が無く
なったのだ。「おい，どうした頑張れ」と全員が叫んだ。我々は素早く彼を引き出して担架
に収容し，彼の頬を叩いて叫んだ。「おい，頑張れ，今まで頑張ったじゃないか，もう少し
だ，頑張れ！」すると，少し目を開けて反応してくれた。頑張れよと願いつつ救急車に乗せ
て，救急隊が病院へ搬送してくれた。』救出は16時30分ごろであり，地震から34時間後であっ
た25）。
　地震発生から三日目になると生存者を救出するケースは少数になった。しかし，１月19
日午前11時過ぎ，灘区内の倒壊した民家の中から，70歳の女性が53時間ぶりに生存救出され
た26）。
　１月21日，長田区のアパート倒壊現場から，79歳の男性が105時間ぶりに生存救出され
た27）。
　１月19日ごろから，倒壊した建物内に生存者はいないか，遺体はないかという，軒並み捜
索が行われた。スイスやフランスから救助犬を連れて来日した救助隊も捜索に参加した28）。
外国の救助隊の活動を見た住民は，まるで映画のようだと思ったと感想を述べている。
７．結　語
　本稿では，震災を生きのびた人々と，それを助けた人々の証言のいくつかを引用した。こ
れらの証言の彼方には，大震災で亡くなられた方々の，私たちにはほとんど伝えられていな
い思いがあるだろう。
　被災者にとって，災害は，偶然であり，不条理である。なぜ大地震が兵庫県南部に発生し
たのか，どうして当日強い風が吹かなかったか（火災がさらに拡大しないですんだのか），
なぜ私の身体には重いものが直撃しなかったのか（なぜ隣家の人は圧死したのか），等々で
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ある。これらの問題には，我々の生きている世界の合理的な解答が無い。
　生きのびた人々は，本稿中にもあるように，そのような偶然と不条理を，「幸運」という
言葉で言い表している。しかし，亡くなられた方々について，私たちが「不運」と言うなら
ば，亡くなられた方々は，おそらく，喜ぶまいと思える。私たちにとって，「不運」とは忘
れてしまうほうがよいことだからである。亡くなられた方々を思いつつ，生きのびた人々や
救助にあたった人々の証言を読むならば，生存と救助のための必死の活動を，私たちへの
忠告・助言として受けとめることが大切だと思う。偶然的であり不条理であるこの世界の出
来事のなかにあって，それでも私たちが生きるために必死に活動することを，亡くなられた
方々は望んでおられることと思うのである。
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The Hanshin-Awaji Earthquake Disaster－2
Ryusaku YOKOYAMA　
１．Introduction
　This is a case study of the behavior of the victims of the January 17th 1995 Hanshin-Awaji 
earthquake disaster, based on the testimonies of survivors and the records.
２．Escapes
　Miss KY and Miss WT ―― highschool students, and Mr. KY, who escaped from collapsed houses 
with the help of neighbors.
３．Medical care
　On the morning of January 17th, many injured persons were rushed to hospitals and clinics. That 
afternoon, doctors were faced with many cases of patients who were found to be dead on arrival 
（DOA）.
４．Fire
　The biggest fire in Kobe city, which was called “the fire in the area of the Mizugasa park in Nagata 
ward and the Chitose primary school in Suma ward” continued from the morning of the 17th to the 
dawn of the 19th, and it destroyed an area of 105,000 square meters.
５．Refuge
　Mrs. KY and her daughter, and a highschool student Miss SY and her family found refuge in the 
evacuation facilities.
６．Rescue
　Rescue teams that were sent urgently to the disaster area from the cities of Tokyo, Chiba and 
Kawasaki rescued the survivors from the collapsed buildings.
７．Conclusion
　We have to think about the dead in this disaster through the testimonies of lucky survivors.
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